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【調査研究の概要】

１．空間放射線量の測定調査とマップの作成、配布

地区内の農地や宅地を100ｍメッシュに分け、メッシュ毎に地上10ｃｍと 100ｃｍの約1,000 ポイントの空間線量を測定

し、データマップを作成する。汚染実態が一目で理解でき、住民配布により注意喚起を図る。

２．農産物の放射線量測定体制の確立

地区の農産物の放射線量を測定し、汚染実態の把握と住民間の情報共有により内部被爆の危険回避につなげる。

３．研究機関（福島大学等）との連携

専門的なアドバイスを受けながら汚染度調査を進め、実態の把握と効果的な栽培管理や除染の研究につなげる。

【調査研究の経過】

2012 年４月～6 月：空間線量調査 データマップの作成と配布

2012 年４月～2013 年 3 月：食品放射能測定活動と情報提供

週 3 回放射能測定所の運営 調理加工による放射能低

減効果実験

2012 年５月：小国地区米試験栽培試験栽培開始

2012 年 9 月：小国地区米試験栽培経過説明会

2012 年 10 月～：土壌汚染調査

2012 年 12 月：小国地区米試験栽培結果報告会

2013 年 1 月：米試験栽培と土壌汚染調査の結果報告会

【今後の展望など】

・今後、どのようにして農業を再生していくか、除染の効果を見極め安全な生活圏をどう取り戻すか、そして一

度断ち切られてしまった人と人の絆をどう再生していくのかが課題となっている。私たちが抱える課題は多く、

困難な状況が続くと思わるが、この一年の研究成果を活かしながら活動を継続したいと考えている。
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